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本コースについて

目的
本コースの概要について説明します。

本コースについて 
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本コースの目的

本コースでは、クラウドや OpenStack について理解を深め、OPCEL 試験に必要な知識を習得しま
す。

進行

本コースは、講師の講義と実機を使用した演習で行います。
また、模擬問題はWeb サイトを利用します。 (注: 本テキストのみを購入され、コース受講無しの方
にはWeb サイトの模擬問題は提供されません)

[第 1部]アーキテクチャーとデプロイメント 概要

第１章 クラウドコンピューティングの概念 クラウドの概念について紹介します。

第２章 アーキテクチャーと設計 OpenStack のアーキテクチャーについて紹介します。

第３章 インストレーションとデプロイメント OpenStack のインストールについて紹介します。

第４章 クライアントアクセス（CUI/GUI） OpenStack のアクセス方法について紹介します。

[第 2部]コアサービス 概要

第 1章 アイデンティティサービス（Keystone） 認証について紹介します。

第 2章 ネットワーキングサービス（Neutron） 仮想ネットワークについて紹介します。

第 3章 イメージサービス（Glance） OS イメージについて紹介します。

第 4章 コンピュートサービス（Nova） 仮想マシンについて紹介します。

第 5章 ブロックストレージ（Cinder） 永続化ストレージについて紹介します。

第 6章 オブジェクトストレージ（Swift） オブジェクトストレージについて紹介します。

[第 3部] オプショナルサービス 概要

第 1章 ダッシュボード（Horizon） GUI（WebUI）によるアクセスについて紹介します。

第 2章 テレメトリ（Ceilometer） 統計情報について紹介します。

第 3章 オーケストレーション（Heat） 自動化ツールについて紹介します。

第 4章 ベアメタルプロビジョニング（Ironic） ベアメタルプロビジョニングについて紹介します。

第 5章 その他のオプショナルサービス オプションで提供される OpenStack の機能について紹介します。

前提条件

本コースを習得するためには、以下のスキル、または知識を必要とします。

• Linux コマンドによる操作(LinuC レベル 1相当)

• Linux システム管理の知識(LinuC レベル 2相当)

• Linux ネットワーク管理の知識(LinuC レベル 2相当)

• Linux 仮想化環境の知識(主に KVM, qemu)

各章の「まとめ」

各章の最後にある「まとめ」に、試験範囲の中で重要度が高いコマンド、ファイル、書式、用語を
リストアップしてあります。試験対策として、リストアップされた項目の内容、意味、使い方につ
いて、該当する本文の箇所を見直し、充分に把握しておくことをお勧めします。
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